
  

【プロフィール】 
 

studio-L 代表 

関西学院大学建築学部教授 

コミュニティデザイナー 

社会福祉士。 

 

1973 年愛知県生まれ 

大阪府立大学大学院および 

東京大学大学院修了 博士 

（工学） 

建築ランドスケープ設計事務

所を経て、2005 年に studio-L

を設立。 

地域の課題を地域に住む人た

ちが解決するためのコミュニ

ティデザインに携わる。 

まちづくりのワークショップ、

住民参加型の総合計画づくり、

市民参加型のパークマネジメ

ントなどに関するプロジェク

トが多い。 

 

「表紙の人」は、「第 19 回奈良県景観デザイン賞」の審査委員をしていた

だきます山崎 亮さんです。建築ランドスケープ設計事務所を経て、2005

年に studio-Lを設立、現在は、コミュニティデザイナーとして、多方面で

活躍されています。今回は、『奈良県の持つ可能性』や『奈良県における建

築士の役割と職域』について、お聞きしました。 
 

■『奈良県の持つ可能性』について、お聞かせください 

やはり「歴史がある」ということでしょうね。全国各地を訪ね歩くと、

いろんなまちがあります。しかし、その多くが奈良ほどの歴史を持ってい

ません。なかには昭和の時代に拓けたというまちもあります。そういう 

まちの場合、これまでに取り組まれてきたことがそれほど多くありません。

一方、奈良は取り組まれてきたことの厚みがすごい。単に古いものが残っ

ているということではなく、そのまちに生きて試行錯誤した人たちの活動

がとてつもなく多いということが可能性なのだと思います。過去を遡れば、

かなり多様な活動を発見することができる。しかも、それが土地に結びつ

いた具体的な活動である。これらを参考にしながら、これからの活動を考

えることができるというのは可能性の源泉だろうと思います。 
 

■『奈良県における建築士の役割と職域』について、お聞かせください 

地域における多様な活動の蓄積がある奈良だからこそ、参照すべきプロ

ジェクトが大量に存在するわけです。そんな活動は、どんな空間で執り 

行われてきたのか。そう考えると、活動とセットで参照すべき空間も多様

に取り揃っていることに気づきます。 

だからこそ、奈良で活動する建築士は、単に空間の形だけを追い求めるの

ではなく、活動と空間をセットで考えることができるはずです。 

ましてや、東京で流行っている空間とか、ニューヨークで主流な空間など

を真似する必要などないわけです。プロジェクト全体を俯瞰し、どんな活

動が必要で、そのために空間はどの程度の質を担保すべきなのか。そんな

バランス感覚を持った建築士の登場に期待したいと思います。 

そのために参照すべき事例は山程あるのが奈良なのですから。 

■ありがとうございました。 

 

「第 19 回奈良県景観デザイン賞」審査員紹介映像は、
右のＱＲコードからご覧下さい。 

山崎 亮 氏 

(コミュニティデザイナー) 

 

studio-L 

https://studio-l.org/ 

【記：教育・事業委員会 委員長 城田全嗣】 
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編集後記 
2021 年度も、昨年に続き「コロナ禍」の年度末を迎える

ことになりそうです。建築士会全国大会「広島大会」はオ

ンライン開催となり、新年大交歓会、近畿建築祭「兵庫大

会」は中止となってしまい、リアルの場でお互いが顔を合

わせて話をする機会がすっかり減ってしまいました。そん

なコロナ禍であるからこそ、会員間の情報交換の一助とな

り、コミュニケーションを活発化していくための重要な役

割をこの「情報・広報委員会」は担っていることを、平時

以上に感じる機会にもなりました。 

 情報・広報委員会に私が出席するようになったのは、

2012 年度から。ちょうど 10年が経ちました。その当時は

12 ページが標準の月刊誌で、毎月紙面に穴を空けないよ

うにネタを探し原稿を依頼するのに天手古舞でした。     

この 10 年間は団塊世代が高齢期に入っていく時代にも重

なり会員数が減少し、士会のお財布状況も厳しくなりまし

た。2014 年 1 月号からは隔月発行（奇数月）となり、さ

らに、目次を表紙にもってくる等の紙面の効率利用を図

り、8 ページ標準へのスリム化を経て、ついに、2020 年 5

月号からは外注をやめることになりました。現在の、「委

員自前編集・事務局印刷方式」のスタートです。これによ

り、必要経費は紙代とプリンター代だけとなり、大幅な経

費削減となりました。イコール委員および事務局の負荷増

大です。しかし、この状況に対応すべく委員長を中心に、

より丁寧な委員会運営を進めてきた結果、委員会への出席

者も増え、3 班体制での編集作業も機能し、建築士会館も

しくは Zoom 会議での活発な議論もなされています。経費

削減と活動の効率化・活発化の良例ではないでしょうか。 

 そんな本委員会に私も長居しすぎた感があり、この度、

郡山支部で情報技術に私よりはるかに詳しい松尾さんにバ

トンを渡すことになりました。今後も会員読者として、本

誌を応援したいと思います。お世話になった皆さまにこの

場をお借りし感謝いたします！ 

【記：郡山支部 折目 貴司】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

16 日（水）監理技術者講習  20 日（水）監理技術者講習 

士 會 奈 良 通巻 642 号

          令和 4年 3月 1 日（発行隔月 1 回１日発行） 

発 行 所 一般社団法人 奈良県建築士会 

      〒630-8115 奈良市大宮町 2 丁目 5-7 奈良県建築士会館 

      電話：0742-30-3111 FAX：0742-33-4333 
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発行責任者 米 村 博 昭 

編   集 （一社）奈良県建築士会 情報・広報委員会   

情報・広報委員会 

委 員 長 福田 成生 

副委員長 松田 七彦   宮浦 重彦 

委  員 中元 綱一   伊藤 吉郎 

     門脇 直也   折目 貴司 

     松尾 憲治   大倉 克之 

     小西 直樹   山﨑 修裕 

     小松原寛俊   洞  尚樹 

     押部 誠    松尾 健吾 

３月  ４月  

お知らせ 
●合格おめでとうございます（奈良県） 
 令和 3 年一級建築士試験 合格者数 44 名 
     二級建築士試験 合格者数 66 名 
     木造建築士試験 合格者数 09 名 
●令和 4年度通常総会の日程（予定） 
 日時：令和 4 年 5 月 19日（木） 
 場所：ホテルリガーレ春日野 
●入会 
 永井 登 （奈良支部） /  黒田 恵美子（奈良支部） 

 高山 恵梨子（生駒支部） / 野口 由香（高田支部） 
●令和３年度の受賞者のご紹介 
〇国土交通大臣表彰 副会長 西峯 隆司 様 
〇日本建築士会連合会表彰 
 ・会長表彰 徳本 雅代 様（郡山支部） 

嵜山 雅由 様（橿原支部） 
・伝統的技能者表彰 森井 善弘 様（高田支部） 

〇日本建築士会連合会第 11 回まちづくり賞 
 郡山支部「大和郡山・城下町の歴史的建造物を 
活かしたまちづくり」でまちづくり奨励賞を受賞 

〇日本建築士会連合会青年委員会主催の地域実践
活動報告セッション 

 青年委員会「ツリーハウスプロジェクト」で 
奨励賞を受賞 

●「建築甲子園」で吉野高等学校が奨励賞受賞 
（公社）日本建築士会連合会主催の 2021 年第 12

回高校生の「建築甲子園」が「地域のくらし・これ
からの地区センター」をテーマに開催されました。
本県では、県内選考を経て 
本選に送付された奈良県立 
吉野高等学校建築工学科の 
作品が審査の結果、奨励賞 
を受賞されました。 
 


